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授業科目 NO. 408 ウィメンズヘルス看護学方法論Ⅰ

（看護援助論） 
   Women's Health Nursing I (Nursing Care) 

 

授 業 の 形 態 ： 講義 

単位数（時間数）： 2単位（30時間） 

開講年次・学期： 2年次・後期 

必修・選択の別： 必修 

キ ー ワ ー ド ： マタニティサイクル、妊娠・分娩・産褥・新生児の生理、 

ハイリスク・異常とケア、アセスメント、保健指導 

      

1 金沢医科大学看護学部の到達目標（全科目共通です） 

① 豊かな人間性と倫理観 

② 看護学の知識と技術、及び実践力 

③ 地域志向を視野に入れた専門性の獲得 

④ 生涯学習能力  

⑤ 国際的視野の獲得 

 

2  学 習 目 標 

  1）一般目標（GIO） 

周産期にある女性の健康支援に必要な知識を修得するために、対象の生理的特徴と正常な周 

産期の経過を学修し、健康を保持・増進するためのアセスメント及び看護ケア方法をついて学修

する。また、ハイリスクと正常な経過から逸脱した対象への看護について学修する。 

 

2）行動目標（SBO）※カッコ内の数字は上記の金沢医科大学看護学部の到達目標との関連を示す。 

（1）マタニティサイクルにある対象の正常な生理・心理・社会的変化について説明できる。 

（①②） 

（2）マタニティサイクルにある対象の健康に関するアセスメントの視点を説明できる。 

（①②） 

（3）マタニティサイクルにある対象の健康を保持・増進するための保健指導とケアを説明でき

る。（①②） 

（4）マタニティサイクルにある対象の発達課題とケアを説明できる。（①②） 

（5）マタニティサイクルにある対象のハイリスク・異常とケアについて説明できる。（①②） 

 

3 学 習 内 容 

授業の内容については、授業計画に示す。 
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4 評     価 

評価項目 評価割合 

定期試験成績 ８０％  

レポート  ２０％  

授業態度 ％  

小テスト ％  

合計 １００％  

    （特記事項） 

 

5 教 育 担 当 者 

科目責任者：神﨑 光子 

 

教   授 神﨑 光子（母性看護学・助産学） 

嘱託准教授 北濱 まさみ（母性看護学・助産学） 

 

6 教育担当者の実務経験 

本科目は、母性看護学領域での実務経験のある教員が担当する。 

 

7 教  科  書 

1）森恵美他（著）：系統看護学講座 専門分野Ⅱ 母性看護学[2]母性看護学各論、医学書院 

2）病気がみえる Vol.10産科、Medic Media 

3）母子保健テキスト：公益財団法人母子衛生研究会、母子保健事業団 最新版 

 

8 推 薦 参 考 書 

1）有森直子（編）：アセスメントスキルを習得し 質の高い周産期ケアを追求する 母性看護学Ⅱ 

周産期各論、医歯薬出版 

2）NPO 法人日本ラクテーション・コンサルタント協会：母乳育児支援スタンダード、医学書院 

3）村本淳子・町浦美智子（編著）：母性看護実習プレブック、医歯薬出版、2019 

 

9 準備学修に必要な時間及び具体的な学修内容 

授業 1コマにつき、事前学修・事後学修として計 180 分程度必要である。 

教科書・推薦参考書を十分に活用し、学修を深めること。 

講義の各回に相当する教科書の範囲および情報へのアクセスは、授業計画に明記してあるので 

確認して事前学習に活用すること。 

 

10 課題（試験やレポート等）に関するフィードバック 

グループワークの発表については、適宜フィードバックを行う。 

レポートは、事前課題に追加して提出し、実習時にもフィードバックする。 
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11 履修上の注意事項 

教科書と配布資料は毎回持参すること。 

 

12 オフィスアワー等 

質問は随時受け付けるので、事前にメール連絡すること。 

メールアドレス：kanzaki@kanazawa-med.ac.jp、kitahama@kanazawa-med.ac.jp 

 

13 その他 

当科目は、助産師教育課程における「助産診断・技術学」の教育内容を含む。 



　　第2学年 ウィメンズヘルス看護学方法論Ⅰ

学期 回数 開講日 時限 区分 講義・実習内容 レポート/小テスト等 講座・科目群名 教員名

後 1 10月03日 (木) 2 講義
ガイダンス
妊娠期の正常な経過とケア１

母性看護学・助産
学

北濱准教授

後 2 10月10日 (木) 2 講義 妊娠期の正常な経過とケア２
母性看護学・助産

学
北濱准教授

後 3 10月17日 (木) 2 講義 妊娠期の正常な経過とケア３ レポート１
母性看護学・助産

学
北濱准教授

後 4 10月17日 (木) 3 講義 妊娠期のハイリスク・異常とケア
母性看護学・助産

学
北濱准教授

後 5 10月24日 (木) 3 講義 分娩期の正常な経過とケア１
母性看護学・助産

学
神﨑教授

後 6 10月31日 (木) 2 講義 分娩期の正常な経過とケア２
母性看護学・助産

学
神﨑教授

後 7 11月07日 (木) 2 講義 分娩期のハイリスク・異常とケア１
母性看護学・助産

学
神﨑教授

後 8 11月28日 (木) 2 講義
分娩期のハイリスク・異常とケア２
分娩促進・分娩誘発、
帝王切開分娩、吸引分娩、鉗子分娩

母性看護学・助産
学

神﨑教授

後 9 12月05日 (木) 2 講義 産褥期の正常な経過とケア１
母性看護学・助産

学
神﨑教授

後 10 12月12日 (木) 2 講義 産褥期の正常な経過とケア２ レポート2
母性看護学・助産

学
神﨑教授

後 11 12月19日 (木) 2 講義 産褥期のハイリスク・異常とケア
母性看護学・助産

学
神﨑教授

後 12 1月09日 (木) 2 講義 新生児期の正常な経過とケア１
母性看護学・助産

学
北濱准教授

後 13 1月16日 (木) 2 講義 新生児期の正常な経過とケア２
母性看護学・助産

学
北濱准教授

後 14 1月23日 (木) 2 講義 新生児期のハイリスク・異常とケア
母性看護学・助産

学
北濱准教授

後 15 1月30日 (木) 2 講義 女性生殖器疾患の治療とケア
母性看護学・助産

学
北濱准教授


